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家計調査から見た日本の食の地域性
―２００６年調査データに基づく再確認―





















































































































































































































































































































項 目 最高最低の数値 地域性（分布の傾向）
①世 帯 人 員（人数）
②有 業 人 数（人数）
③世帯主年齢（歳）
富山３．４０― 奈良２．８９
富山１．６９― 長崎１．０７
青森５９．２― 大分５０．６
・近畿から南西太平洋側、沖縄に少ない傾向あり
・①の世帯人員とほぼ同じ傾向
・顕著な傾向は認められない
④消費支出（円／年・世帯）
⑤消費支出（円／年・世帯人数）
⑥食料支出（円／年・世帯）
⑦食料支出（円／年・世帯人数）
⑧エンゲル係数（％）
石川４，５２０，９４６― 沖縄２，５４２，４２４
石川１，３６１，７３１― 沖縄７７９，８８５
石川１，０３４，９１９― 沖縄６７４，７０５
京都３２９，３０３― 沖縄２０６，９６５
京都２９．８０― 富山２２．６６
・近畿から南西、沖縄に少ない傾向が認められる
・その傾向、④とほとんど同じ
・北海道、南西、沖縄が少ない傾向が認められる
・その傾向、ほとんど⑥と同じ
・近畿で高く、南西方向で低いのは２００５年と同じ
－９－
エンゲル係数（％）についてみると、今回２００６年の場
合も２００５年と同じく、北海道を除く近畿以東の東日本で
高く、中国・四国・九州の西日本で低い傾向であった。
ちなみに、食料費が最低の沖縄がこの係数では８位
２６．５４％と低くないのは、分母になる総消費支出が少な
いためである。一般に本係数が高い近畿圏の中で、エン
ゲル係数１位京都と６位滋賀（大津市）は消費支出が少
なめであるにも関わらず食料費が多いためであり、２位
兵庫（神戸市）、４位和歌山、５位大阪は食料費も少な
いが消費支出がかなり少ないためである。両グループの
生活内容にはかなりの違いがありそうである。ちなみに、
３位青森は大阪グループに類似している。
３．各地域区分について
３－１．東西西低（Ａ）
この区分には５７項目が所属しており、その数は傾向が
不明確なＪ区分に次いで多い。この区分の特徴は、生鮮、
乾物・加工品を問わず野菜・海藻類が多いこと。細かく
は、各種の麺類、生鮮魚介の鮭とほたて貝、塩物の魚介
類、豚肉、菓子の羊羹と煎餅、外食の鮨などである。な
お、２００５年調査に基づくワカメ、鮭、豚肉、煎餅の分布
地図は、２００６年でもほとんど変わっていないので、前報、
図４、１８、２０、２２参照のこと＊。
この区分に属する全５８項目のほとんどが前年２００５年の
結果と一致しており、１年の時間経過と調査世帯の変化
があっても、東高西低型の食生活の内容が大きくは変化
しないことを示している。
また、都道府県別の濃淡パターンをカップ麺でもって
２００６年の結果（本報、図４）と２００５年の結果（前報、図
３参照）を比較してみると極めてよく類似している。こ
図１：世帯人員数
図２：総食料支出
図３：総食料支出／世帯人員数
＊脚注：紙面倹約のためと他の新たな分布地図を掲載するため、
両年で大差ない地図は再掲しない。以下同様。 図４：カップ麺
－１０－
のこともまた、東高西低型の食文化の地域分布が安定し
ていることを示すものと考えられる。
３－２．西高東低（Ｂ）
２３項目が所属しており、２００５年とよく一致している。
この区分の特徴は、鯵・鰯・鯖・鯛・鰤などの鮮魚類と
牛肉・鶏肉である。鰯、鰤、牛肉については、それぞれ
前報、図５、１９、２１参照のこと。
３－３．南西地方を除く東高西低（Ｃ）
３項目あって、パン類（前報、図８参照）が多いとい
う特徴は２００５年通りである。喫茶代も前報と同一傾向で
あった。これら３項目は西高東低の一種としてＢ区分に
属させることも可能であるが、前報に従ってこの区分を
据え置いた。前報でこの区分に属していたタコは瀬戸内
海沿岸に特徴があることからＪ区分に移動した。
図５：大根
図６：鯛
図７：鶏肉
図８：喫茶代
図９：鮨（弁当）
－１１－
３－４．中央部が多く両側で少ない（Ｄ）
２０項目があって、思いの外多い。この地域区分の特徴
は２００５年と同じく蒲焼き（前報、図１０参照）、鮨（弁当）
などの調理済み食品が多いことである。
３－４．中央部が少なく両側で多い（Ｅ）
１３項目であって多くはないが、味噌および納豆（前報、
図２４参照）、焼酎（前報、図２５参照）のような興味ある
ものを含んでいるのは２００５年と同じである。なお、中央
部の近畿で、外食としての飲酒代と学校給食費が前年通
り少ないのは興味深い傾向である。
３－６．太平洋側（Ｆ）および日本海側（Ｇ）で
６＋９項目が所属している。数は多くないが、重要な
魚介類がこの地域区分に属しているのが特徴である。海
水温、海流などの条件下でもって、それぞれの地域で多
く漁獲される魚介類が優先的に消費されているものと考
えられる。魚介類におけるこの推定は日本の東西のケー
ス（Ａ、Ｂ区分）においても適用可能である。
酒類全般、中でも、清酒、ビールが日本海側に多い。
３－７．特に、南西方面（Ｈ）または東北方面（Ｉ）で
少ない
３５＋７項目が所属している。特徴としては、Ｈでは乳
製品、リンゴ（前報、図１３参照）・桃・苺などの果物類、
飲料類とウイスキーが少なく、Ｉでは饅頭とぎょうざ
（前報、図１４参照）などの外食類が少ないことである。
南西地方とは四国・九州。沖縄などの主に太平洋岸で
あるが、この地方は表２の沖縄から分かるように、食料
への支出が概して少なく、支出が少ない品目の種類も多
図１０：味噌
図１１：飲食代（外食）
図１２：イカ
図１３：アサリ
－１２－
くなる傾向にある。Ｈ区分以外にも、Ａ、Ｃ、Ｄ区分で
もこの西南地方で食料への支出が少ないことが示されて
いる。
３－８．傾向が明確でないもの、その他（Ｊ）
最も多い７６項目が所属している。傾向が明確でない理
由として、得られた結果から、２００５年の場合と同じく、
次の三点が考えられる。
第一は、穀類や魚介類というような多種類の食品を合
計した場合で、平均化され特定の傾向を失ったもの。
第二は全国的に均一に分布している場合であり、葱・
卵・豆腐のように伝統的に広く食されるもの、キャベツ
やケーキのようなカタカナ食品のごとくすばやく全国的
に展開したもの、粉ミルクのように広く必需品であるも
のが含まれる。“全国均一という地域性”という表現も
図１４：ビール
図１５：苺
図１６：食事代
図１７：豆腐
図１８：キャベツ
－１３－
可能である。
第三は例えば、カニや里芋のように飛び地があるとい
うように、分布傾向が不規則である場合。
総てにおいて全国均一化、均質化の傾向が強い現在で
は、このＪ区分に属す食料や食品が増えていくものと考
えられる。
ま と め
（１）日本の伝統的な食文化の地域性が現代において生
きているかどうかに興味が持たれる。
（２）その確認のために、全国家計調査（２００６年調査）
の食２５２項目について、その消費状況を都道府県別
に地図上に表わし、その分布パターンから地域性を
検討した。
（３）食の消費についての興味ある地域性を数多く見出
したが、ほとんど２００５年の結果と同じであった。
（４）特に、“西の牛肉、東の豚肉”や“西の鰤、東の
鮭”などの伝統の食文化が現代でも生きていること
を再確認した。
（５）本報では結果の呈示を主としたので、解析・検討
は次報において行う予定である。
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図１９：カニ
－１４－
